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宇宙航空研究開発機構
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１．はじめに

JAXAは独立行政法人として、中期目標を達成するための計画（中期計画）に基づき、
研究開発プロジェクトを推進しているところであり、17年度事業の概要については、既に
平成17年第15回宇宙開発委員会にて報告しているところ。
今回は、今夏の18年度予算概算要求に向けて、18年度以降、主要となる研究開発プ
ロジェクト事業の概要について報告する。

２．18年度以降の主要研究開発プロジェクト事業
○自律的宇宙開発利用活動のための技術基盤維持・強化

➢H-IIAロケット（標準型、能力向上型）、LNG推進系

○宇宙開発利用による社会経済への貢献
➢地球観測 ： GOSAT、GPM/DPR＊）、
➢通信・測位 :   ETS-Ⅷ、WINDS、高精度測位実験システム＊）

○国際宇宙ステーション事業の推進による国際的地位の確保と持続的発展
➢JEM、セントリフュージ、HTV

○宇宙科学研究
➢SOLAR-B、SELENE、PLANET-C＊）、Bepi-Colombo＊）

なお、信頼性を一層確保するための活動については、18年度以降も継続した取り組み
を行う。 注：＊）は開発研究フェーズ
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３．18年度以降の事業推進に対するJAXAの基本的な考え方

● 中期計画の実施
独立行政法人として、中期計画に定められた事業を確実に実施
する。

● 信頼性向上への取り組み
宇宙開発委員会(SAC)からの提言等を踏まえ、基盤技術の維
持、戦略的な技術力の強化に努める。

● 国の新しい政策への対応と国家基幹技術の構築
第３期科学技術基本計画策定に向けた動きや、SAC地球観
測特別部会報告書「我が国の地球観測における衛星開発計画
及びデータ利用の進め方について」などを踏まえつつ、地球観
測・災害監視や宇宙輸送システムなど、国の新たな政策や国家
戦略として重要とされる事業に取り組む。
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主要研究開発プロジェクト事業の概要
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Ｈ－ⅡＡロケット標準型

我が国の自律的な宇宙開発利用活動の展開、今後の
多様な打上げ計画への対応を可能とする、我が国の
基幹ロケット。

平成１５年１１月に６号機の打上げに失敗。不具合の
直接原因の究明およびロケット全体の再点検を実施し、
ＳＲＢ－Ａ改良等の対策を実施した７号機を本年２月２
６日に打上げ、ＭＴＳＡＴ－１Ｒを所定の軌道に投入す
ることに成功した。

第２段
液体酸素タンク

第２段エンジン
（LE-5B）

第１段
液体酸素タンク

第１段
液体水素タンク

固体ﾛｹｯﾄﾌﾞｰｽﾀ
（SRB-A）

第１段エンジン
（LE-7A）

第２段
液体水素タンク

全長
57ｍ

衛星フェアリング

15ｍ

ＳＲＢ－Ａ改良型

地上燃焼試験

設計変更の概要
④板厚設計の見直し

③スロートインサート
（超耐熱部材）の範囲拡大

①燃焼圧力
を下げる

②ノズル形状の見直し

ＳＲＢ－ＡからＳＲＢ－Ａ改良型へ

固体補助ﾌﾞｰｽﾀ
（SＳB）

１７年度及び１８年度の実施内容
我が国の基幹ロケットとして、さらなる発展と成熟に向けて、一層の技術力
の強化を行い、恒常的なプログラム活動として信頼性の向上に取り組む。
なお、信頼性は最終的には飛行実績の蓄積により確立されるものであり、
衛星・ロケットの継続的打上げが不可欠。
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目的

Ｈ－ⅡＡ能力向上型ロケットは、我が国のロケット開発能力維持、
宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ）打上げに対応するとともに、国
際競争力を確保することを目的として、Ｈ－ⅡＡロケット標準型
を基本として開発を行っている。

官民が共同で開発を行なうこととし、民間の主体性・責任を重視
した開発プロセスを採用。 第２段

液体酸素タンク

第２段エンジン
（LE-5B）

第１段
液体酸素タンク

第１段
液体水素タンク

固体ﾛｹｯﾄﾌﾞｰｽﾀ
（SRB-A）

第１段エンジン
（LE-7A）

第２段
液体水素タンク

全長
約5６ｍ

衛星フェアリング

15ｍ

主要諸元

SRB-A

名称 SRB-A改良型

推進薬質量 約６６㌧

装着基数 ４本

第１段

タンク直径 約５m

推進薬質量 約１５４㌧

エンジン LE-7A×２基

(再生冷却長ノズル)

推力 １１２㌧×２

比推力 ４４０秒

第２段

タンク直径 ４m

推進薬質量 １６．７㌧

エンジン LE-5B

推力 １４㌧

比推力 ４４７秒

SSB

装着本数 無し

Ｈ－ⅡＡロケット能力向上型

１７年度の実施内容
平成１７年度は基本設計／詳細設計、開発基礎試験等を実施する。
１８年度の実施内容
１７年度作業を継続し、システム設計および開発試験等を行う。
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ＬＮＧ推進系飛行実証プロジェクト

目的

将来の輸送系へ向けて計画的・段階的に研究開発を進めるLNG（液化天然ガ
ス）推進系プロジェクトの第１段階として、LNG推進系を開発し、その技術を取
得する。

また、本プロジェクトの開発により得られた成果を民間主導のGXロケット計画
へ技術移転する。

GXロケットLNG推進系の概要

構造質量 ： 約２.０ ｔｏｎ
推進薬質量 ： 約９.９ ｔｏｎ
推力 ： 約９８ ＫＮ
比推力 ： 約３４５ 秒

１７年度の実施内容

複合材極低温推進薬タン
ク及び複合材気蓄器に技
術課題があり、解析評価及
び対策を検討する。

１８年度の実施内容

上記検討を踏まえた開発
を行う。

主要諸元
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温室効果ガス観測技術衛星（ＧＯＳＡＴ）

温室効果ガス観測センサ
（JAXA、環境省）

外観図

主要諸元

軌道： 太陽同期軌道

（高度=約666ｋｍ、軌道傾斜角=約98度）
質量： 約1.65トン
設計寿命： 5年

目的

①温室効果ガスの全球の濃度分布を測定
し、亜大陸レベルでの吸収排出量の推
定精度を高めることにより、京都議定書
に基づく組織的観測の維持及び開発の
促進に貢献するとともに、京都議定書第
1約束期間(平成20～24年）における先
進国の排出量削減効果の把握や森林
炭素収支の評価等の環境行政に貢献す
る。
②これまでの地球観測技術を継承・発展さ
せ、温室効果ガスの測定技術を開発す
るとともに、将来の地球観測衛星に必要
な技術開発を行う。

１７年度の実施内容
・基本設計
・エンジニアリングモデルの設計・製作
・熱構造モデルの設計・製作
・プロトフライトモデルの設計
１８年度の実施内容
・詳細設計
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目的
TRMM/PRにて実証した、世界初の衛星搭載降水
ﾚｰﾀﾞ技術を継承・発展させた、二周波降水ﾚｰﾀﾞ
(DPR)の開発、技術実証
DPRを用いた複数衛星のﾏｲｸﾛ放射計（MWR）ﾃﾞｰ
ﾀからの降水推定精度向上手法の開発、技術実証
DPRとMWRﾃﾞｰﾀ及びこれらを用いて作成する全球
降水ﾏｯﾌﾟの準ﾘｱﾙﾀｲﾑ配信によるﾃﾞｰﾀ利用手法の
技術開発と、国際協力での全球降水の高精度・高
頻度な降水観測ｼｽﾃﾑの利用実証、利用開拓

気候変動の影響を含む、地球規模の水循環の予測
及び観測に関する科学的研究を推進するための基
礎となる、高精度・高頻度な全球降水観測ﾃﾞｰﾀの
取得

Ku帯レーダー (KuPR)
Ka帯レーダー (KaPR)

外観図

全球降水観測/二周波降水レーダ（GPM/DPR)

GPM主衛星主要諸元

質量： 約3,200kg
発生電力： 約1,600W
設計寿命： 3年
軌道： 太陽非同期軌道
高度： 約407km
軌道傾斜角： 約65ﾟ

１７年度の実施内容
昨年度から実施し
ている予備設計作業
を充実させて確実な
開発に向けた準備を
行う。
１８年度の実施内容
エンジニアリングモ
デルの製作・評価
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約3トン（軌道上初期）
7,500W以上
H-IIAロケット 204型
静止軌道（146°E）
3年（ミッション機器）
10年（衛星バス）

質量
発生電力
打上げロケット
軌道
設計寿命

諸元項目

外観図

主要諸元

目的
今後の宇宙活動に必要となる先端的な
衛星共通基盤技術の開発並びに先端移
動体衛星通信システム技術開発を通じ
て、高度情報化へ進む社会に貢献する。

なお、JAXA長期ビジョンで提案してい
る「災害、危機管理情報収集・通報シス
テム」の実現に向けた必須要素であるた
め、この旨を関係省庁に説明し、新たな
協力を呼びかけているところ。

衛星各機器については、衛星バスの
MTSAT-2への採用、および高精度時刻
基準装置の準天頂衛星への採用が決定
している。

技術試験衛星VIII型 （ETS-VIII）

１７年度の実施内容
・総点検の結果による対策処置後の衛星システム
試験の実施
・大型展開アンテナの小型部分モデル（LDREX-2)
の軌道上展開確認試験の実施
１８年度の実施内容
・開発の完了／射場作業
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目的

高度情報通信ネットワーク
社会の形成に関する重点計
画（e-Japan重点計画）におけ
る平成22年に実用化を目指
した世界最高水準の高度情
報通信ネットワークの形成
のための研究開発推進の一
環として以下を行う。

１）固定超高速衛星通信

技術の開発・実証

２）固定超高速衛星通信

ネットワーク機能の検証

主要諸元

軌道 ： 静止衛星軌道（東経１４３度（暫定））

質量 ： 約２，７００Kg （静止衛星軌道上初期）

寸法 ： 2m×3m×8m （太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙを含めた全幅21.5m）

設計寿命 ： 打上げ後５年（目標）

発生電力 ： ５，２００W以上

軌道上外観図

Ka帯マルチビームアンテナ
東南アジア向けKa帯マルチビームアンテナ

国内向け

Ka帯広域電子走査アンテナ 高出力太陽電池パドル

超高速インターネット衛星(ＷＩＮＤＳ)

１７年度の実施内容
システム詳細設計審査を実施し、
システムインテグレーション及びシ
ステム試験を開始する予定。
１８年度の実施内容
１７年度に引き続きシステム試験
を行う。
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実施体制 JAXAは、GPS補完技術、将来の衛星測位システム基盤技術の開発・実験、及び高精度測位実験システムのインテグレー
ションを実施。NICTが時刻管理、双方向時刻比較、搭載用水素メーザ原子時計の開発実証を担当、電子航法研が広域DGPS補強、国
土地理院がネットワーク型のRTK（リアルタイムキネマティック測位方式）補強、国総研、交通安全環境研が利用技術の開発を実施中。

目的
高精度測位実験システムは、GPS
ユーザの利便性を図るとともに、将

来の衛星測位システムの基盤技術

の修得を図るため、準天頂衛星シス

テムの搭載機会を活用し、関係研究

機関と協力してGPS補完・補強の技
術と将来の測位衛星システムの基

盤技術の開発と実証を行う。

準天頂衛星を利用した高精度測位実験システム

高精度測位実験システムで実証されるGPS補完・補強技術

準天頂衛星

ＧＰＳ衛星群

ユーザ

電子基準点等

GPS補完＝GPS同等の信号を
送信、ユーザの測位利用可能
時間、場所を改善

GPS補強＝電子基準点網
などのデータを用いて補正
情報を送信、GPSの測位性
能を改善

高精度測位実験ｼｽﾃﾑ搭載系

１７年度の実施内容
①測位システム全体設

計（予備設計相当）の継
続、設計検証システムを
用いたシステム性能評価
②衛星搭載測位実験機

器地上試験モデルの製
作・試験
③地上系システムの設

計
１８年度の実施内容
PFMの設計・製作・試験
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国際宇宙ステーション計画

◆日本実験棟(ＪＥＭ:愛称｢きぼう｣)の開発、及び運用施設の整備
◆ ＪＥＭのスペースシャトルによる打上げ費の代替（打上げオフセット）として生命科学実験
施設(セントリフュージ)の開発

◆参加国の貢献に見合う電力等の利用資源・宇宙飛行士の搭乗機会を配分(日本は１2.8％) 
これに等しい割合の共通運用経費を分担 (日本は宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ補給機(HTV)による物資補
給で代替する計画)

セントリフュージセントリフュージ

船内保管室船内保管室船内保管室

ロボットアームロボットアームロボットアーム

船外実験プラットフォーム船外実験プラットフォーム船外実験プラットフォーム

船内実験室船内実験室船内実験室

船外パレット船外パレット

ＪＥＭＪＥＭ((愛称愛称｢｢きぼうきぼう｣｣))

人工重力発生装置（人工重力発生装置（CRCR））

生命科学ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（生命科学ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（LSGLSG））

人工重力発生装置搭載モジュール（人工重力発生装置搭載モジュール（CAMCAM））

・船内実験室はケネディ宇宙センター
で、他は筑波宇宙センターで機能維持
中。

・船内実験室用共通実験装置の開発
はほぼ完了、船外実験プラットフォー
ム用実験装置は一部完成。また他は
構成機器の製作試験を実施中。

・人工重力発生装置について開発モ
デル等の試験を実施中。平成１７年度
に詳細設計審査を実施しフライト実機
製作に着手。

・生命科学グローブボックスについて
フライト実機の組立を実施中。

・人工重力発生装置搭載モジュール
についてフライト実機の製作中。

・エンジニアリングモデ
ル、熱構造モデルの試
験を実施中。

・平成１７年度中にシス
テムレベルの詳細設計
審査を完了しフライト実
機の製作に着手予定。

宇宙ステーション補給機宇宙ステーション補給機
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第22号科学衛星（太陽観測衛星） SOLAR-B

目的
３つの望遠鏡を組み合わせて、太陽大
気構造と磁気活動、磁気リコネクション過
程、コロナの成因、ダイナモ機構などの
宇宙プラズマ物理学の基本的諸問題を
解明することを目的とし、以下の成果等
が期待される。
・「ようこう」成果の一層の展開
・宇宙プラズマの理解の深化
・太陽=地球間宇宙環境の理解
・世界の太陽物理学をリード
なお、米（ＮＡＳＡ）、英（ＰＰＡＲＣ）が３つ
の望遠鏡の製作を分担、共同で衛星運
用・データ解析。欧（ＥＳＡ）も地上局を提
供して、運用に参加。

可視光望遠鏡による世
界初の３次元磁場計測

高分解能Ｘ線望遠鏡に
よるコロナ構造の観測

コロナの運動を解き明か
す紫外線撮像分光

宇宙プラズマ
・太陽磁気活動
・コロナの成因
・宇宙天気予測

１７年度の実施内容
・衛星・搭載機器の
製作完了、総合試
験開始
・ロケット（Ｍ－Ｖ－７
号機）製作の継続
１８年度の実施内容
・射場作業

主要諸元
・重量 約９００ｋｇ
・発生電力 約１０００Ｗ
・打上げロケット Ｍ－Ｖ
・軌道 太陽同期極軌道

高度 約６００ｋｍ
・ミッション期間 ３年以上
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諸元（主衛星）
質量： 約2.9ｔｏｎ（打上げ時）

（子衛星約50kg×２機を含む）
構体外形寸法： 約2.1×2.1×4.8ｍ
姿勢制御方式： ３軸安定
発生電力： 約3.5 kW(最大)
ミッション期間： 約１年
観測軌道： 高度100km／傾斜角90度の円軌道

目的

•月科学及び月利用調査
月の科学(月の起源と進化の解明），月での科学
(月環境の解明）及び月からの科学（太陽地球系
プラズマ環境の解明）のためのデータの取得。

また、これらの取得データは、将来の月面上活動
や月利用のための調査に活用される。

•基盤技術の開発と蓄積

今後、月探査を進める上で必要となる基盤技術
の 開発及び蓄積。

また、ハイビジョンカメラによる「地球の出」等によ
り、宇宙開発、月探査の普及・啓発を図る。

諸元（リレー衛星，VRAD衛星）
質量： 約50kg
構体外形寸法： 約0.99×0.99×0.65ｍ （八角柱状）
姿勢制御方式： スピン安定
発生電力： 約70W
ミッション期間： 約１年
観測軌道（分離時）：

(リレー衛星)： 高度100km×2400kmの楕円軌道
(VRAD衛星)： 高度100km× 800kmの楕円軌道

月周回衛星（SELENE）

１７年度の実施内容
衛星プロトフライトモデル(PFM)のシステム試験 (電気性能試験等）、地上システムの整備を継続する。
１８年度の実施内容
１７年度に引き続きシステム試験を実施。



15

第24号科学衛星（金星探査衛星） PLANET-C
目的
惑星を取り巻く大気の運動のしくみ
を本格的に調べる世界初のミッション
として、金星の雲の下に隠された気象
現象を、新開発の赤外線観測装置を
用いて周回軌道から精密観測する。こ
れにより、従来の気象学では説明でき
ない金星の大気力学（惑星規模の高
速風など）のメカニズムを解明し、惑星
における気象現象の包括的な理解を
得る。

・ 世界に先駆けて金星の大気力学を解明
・ 地球を含む多様な惑星環境に適用できる

普遍的な気象学の構築
・ 地球環境観測衛星等へ観測装置を応用

世界初となる３次元
高分解能気象データ

軽量・高性能の
大気観測用多波
長カメラ

地球観測ミッション等への応用

主要諸元

・重量 約480ｋｇ

・打上げロケット Ｍ-Ｖ（調整中）

・軌道 金星周回楕円軌道

高度 約300ｋｍ～8万ｋｍ

・金星到達まで 約1年半

・金星到達後 2年以上

惑星気象学の構築
地球環境変動の研究

金星大気力学の解明

１７年度の実施内容
平成１７年度には探査機
のシステム設計と各サブシ
ステムの検討を実施する。

１８年度の実施内容
サブシステム、搭載観測
機器の試作等。
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国際水星探査計画 BepiColombo

[水星磁気圏探査機 (MMO)]

水星表面探査機 (MPO)

目的
・欧州宇宙機関(ESA)との
国際協力により、謎に満
ちた水星の磁場・磁気圏・
内部・表層にわたる総合
観測で水星の現在と過去
を明らかにする。
1) 固有磁場と磁気圏を
持つ地球型惑星の初
探査により、惑星の磁
場・磁気圏の知見に大
きな飛躍
2) 特異な内部・表層の
全球観測により、地球
型惑星の起源と進化
の解明に貢献

・国民の知的好奇心に応
えるとともに、実践的教育
機会を通じて研究者・技
術者を育成。

１７年度の実施内容
・衛星システム検討、サブシステム設計・試作
・観測装置の設計・試作
・内惑星熱真空環境シミュレータによる材料・観測センサーの熱真空環境試験
１８年度の実施内容
・１７年度に引き続き設計・試作を継続。

システムは、日欧の分担による。
・日本側：MMO探査機の開発と水星周回軌道における運用
・欧州側：全体システムの開発および打ち上げ～軌道投入、MPOの開発と
水星周回軌道における運用

主要諸元
・重量 約200ｋｇ
・水星到着 平成29年４月
・観測期間 １地球年

観測は、全探査機を通じて日欧相互乗り入れによる。
・観測装置は、国際公募による競争を経て選抜 (平成１６年度に実施）
・観測計画は、日欧共同科学チームで立案・実施する。

BepiColombo計画は、ESAコーナース
トーンミッションの１つとして位置付けられ
ており、ESAの最も重要なミッションの１
つであり、JAXAにおいても同様である。
両探査機は、一体で「ソユーズ・フレガー
ト2B」ロケットで打ち上げられ、水星到達
後に分離し、協力して観測活動を行う。


